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小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う
29

上
吉
影
貴
船
神
社

―
本
殿
に
残
る
竜
の
彫
刻
―

　

貴
船
神
社
は
、
小
美
玉
温
泉
こ

と
ぶ
き
に
程
近
い
、
県
道
紅
葉
石

岡
線
上
吉
影
北
の
交
差
点
か
ら
西

側
に
入
っ
た
住
宅
や
畑
地
が
広
が

る
中
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
大
永

６
年
（
１
５
２
６
）
の
棟
札
に

は
、
貴
船
神
社
の
氏
子
で
あ
っ
た

立
開
城
主 

井
坂
修
理
助
が
大
旦
那

と
し
て
奉
納
し
た
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
初
は
高
房
大
明
神
を

祀
っ
て
い
ま
し
た
が
、
元
禄
８
年

（
１
６
９
５
）
に
貴
船
高
房
大
明

神
と
改
ま
り
、
同
年
に
建
葉
槌
命

が
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。
元
文
５
年

（
１
７
４
０
）
に
貴
船
大
明
神
と
な

り
、
以
後
貴
船
神
社
と
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
か
つ

て
は
近
郷
四
十
八
ヶ
村
の
総
社
と

し
て
、
四
十
八
社
祭
が
執
り
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
題
名
に
も
あ
る
竜

の
彫
刻
は
本
殿
の
側
壁
に
彫
ら
れ

た
も
の
で
、
江
戸
後
期
〜
明
治
前

期
に
か
け
て
活
躍
し
た
彫
刻
家　

後
藤
縫
之
助
の
手
に
よ
る
も
の
で

す
。

縫
之
助
の
経
歴
を
ふ
り
返
る
と
、

文
政
８
年
（
１
８
２
５
）
下
総
国

猿
島
郡
猫
実
村
（
坂
東
市
）
に
生

れ
、
15
歳
の
時
に
笠
間
町
で
寺
社

建
築
に
た
ず
さ
わ
る
宮
大
工
の
後

藤
茂
右
衛
門
に
弟
子
入
り
、
修
行

を
積
ん
だ
の
ち
24
歳
で
独
立
し
て

後
藤
縫
之
助
と
名
乗
る
こ
と
を
許

さ
れ
ま
し
た
。

安
政
４
年
（
１
８
５
７
）、
師
匠

の
後
藤
茂
右
衛
門
の
紹
介
に
よ
り

成
田
山
新
勝
寺
（
千
葉
県
成
田
市
）

の
本
堂
彫
刻
を
担
当
し
ま
し
た
。

同
６
年
よ
り
笠
間
稲
荷
神
社
の
本

殿
造
営
が
は
じ
ま
り
、
縫
之
助
は

彫
刻
部
門
の
中
心
と
し
て
、
本
殿

向
拝
に
「
三
頭
八
方
睨
み
の
竜
」

を
彫
り
ま
し
た
。
丸
彫
り
と
い
う
、

一
本
の
丸
い
材
木
を
竜
の
姿
に
彫

り
あ
げ
た
も
の
を
梁
に
用
い
て
お

り
、
向
拝
の
柱
の
頭
に
近
い
部
分

を
荒
れ
狂
う
波
に
み
た
て
、
竜
が

天
空
に
昇
ろ
う
と
す
る
光
景
を
彫

り
上
げ
て
い
ま
す
。
縫
之
助
が
手

が
け
た
寺
社
彫
刻
は
、
石
岡
市
板

敷
山
大
覚
寺
や
大
洗
町
磯
前
神
社

な
ど
、
県
内
外
の
寺
社
に
数
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
10
年
（
１
８
７
７
）、
縫
之
助

は
第
１
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
東

京
・
上
野
公
園
）
に
「
獅
猊
」
と

い
う
獅
子
の
彫
り
物
を
出
品
し
、

花
紋
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
後
、
内
務
卿
大
久
保
利
通
の
名

で
、
縫
之
助
は
花
紋
賞
銅
メ
ダ
ル

と
「
縫
殿
之
助
」
の
称
号
を
与
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

貴
船
神
社
本
殿
の
竜
の
彫
刻

は
、
古
社
名
刹
の
彫
刻
を
手
が
け

た
後
藤
縫
之
助
の
作
品
の
一
つ
と

し
て
、
現
在
ま
で
大
切
に
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。


